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特定行為区分 特定行為
森永
美乃

/皮膚排泄ｹｱ

戸塚
美愛子
/感染管理

藤田
智和
/ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ

石川
智也
/ｸﾘﾃｨｶﾙｹｱ

沢田
亜希子
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優子

大石
泰規

小林
亜紀子
/感染管理

山内
康佑

後藤
心

/皮膚排泄ｹｱ

渡邉
明日香

浅野
太志
/手術看護

滝井
絵里菜
/乳がん看護

村松
静香

山田
純司

呼吸器（気道確保に
係るもの）関連

経口用気管チューブ又は経鼻用気管
チューブの位置調整

○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ●

呼吸器（人工呼吸療法に
係るもの）関連

侵襲的陽圧換気の設定の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ●

非侵襲的陽圧換気の設定変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

人工呼吸管理がなされている者に
対する鎮静剤の投量の調整

○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ●

人工呼吸器からの離脱 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ●

栄養に係るカテーテル管理
（CVC)関連

中心静脈カテーテルの抜去 ○

栄養に係るカテーテル管理
（PICC)関連

末梢留置型中心静脈注射用
カテーテルの挿入

○ ○ ○

創傷管理関連

褥瘡又は慢性創傷の治療における
血流のない壊死組織の除去

○ ○ ○

創傷に対する陰圧閉鎖療法 ○ ○ ○

創部ドレーン管理関連 創部ドレーンの抜去 ○ ○

動脈血液ガス分析関連
直接動脈穿刺法による採血 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ●

橈骨動脈ラインの確保 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ●

栄養及び水分管理に係る
薬剤投与関連

持続点滴中の高カロリー輸液の
投与量の調整

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

脱水症状に対する輸液による補正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ●

感染に係る薬剤投与関連
感染兆候がある者に対する薬剤の
臨時の投与

○ ○

術後疼痛管理関連
硬膜外カテーテルによる鎮静剤の
投与及び投与量の調整

● ●

循環動態に係る薬剤投与
関連

持続点滴中のカテコラミンの投与量の
調整

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

持続点滴中のナトリウム・カリウム
又はクロールの投与量の調整

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

持続点滴中の降圧剤の投与量の調整 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

持続点滴中の糖質輸液又は電解質
輸液の投与量の調整

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○

持続点滴中の利尿剤の投与量の調整 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

精神及び神経症状に係る
薬剤投与関連

抗けいれん剤の臨時の投与 ● ●
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＊取得した特定行為を○または●で表示
○・・・区分ごとに取得した特定行為
●・・・領域パッケージで取得した特定行為

基本的に、所属部署の業務フィールド内・通常勤務時間に特定行為研修で学んだことを活用し、特定行為実践に取り組んでいます。今後ともご支援よろしくお願い致します。
特定行為研修修了看護師について、何かご質問等がありましたら、森永までご連絡ください。
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当院の特定行為指定研修機関
では、8つの区分と３つの領域
パッケージの受講が可能です

特定/褥瘡 感染管理室 感染管理室救急病棟 集中治療室 救急病棟 救急病棟 救急外来 手術室 手術室褥瘡管理室 7A病棟 6A病棟 救急外来 集中治療室
NEWNEW NEW

いつも『ザ・特定行為実践』をみていただき、ありがとうございます。そして、特定行為実践の場において、ご協力、
ご指導、ご支援ありがとうございます。
2023年度に特定行為研修を修了した看護師5名（9月末に2名、3月末に3名）が加わり、院内に在籍
する特定行為研修修了看護師は15名となりましたので、その15名と取得している特定行為を一覧にして紹介
させていただきます。 ＊認定看護師教育課程の研修を修了している看護師は、氏名の後に 『 /専門分野』 を記入しいます。


